
研修会報告書

総参加人員 2人 （会員 2名 非会員 名）
1. 自己紹介
2. 講義 栄養士のための障がい者を知る講座について

～なぜその行動～ 杉山智子氏
障がい者施設の概要
・生活介護・・・概ね3年
・自立訓練・・・利用期間2年
障がい者施設での栄養ケア
・栄養ケアマネジメント
・栄養改善加算（通所）
・食事提供加算（在宅）
・経口維持加算、経口移行加算
障がい者施設の利用者の経口摂取の注意点
・窒息 など

1. ディスカッション
・疾病で治療食が必要な方の対応が出来ない
→委託内容の見直しなど金銭に関わることが多いので
上層部と都度都度相談していく。
・経管栄養の投与回数が業務効率化により変更あり
→利用者の状態に応じて投与回数の必要性を多職種に
理解してもらう

4．今後について 障がい者施設の栄養士は少ないために栄養士会を通してコミュニティーを構築して

情報をとっていく

障がい者施設には、生命維持に関わるケアが必要な場面がおおく栄養士の食事に係る重要度も高い
と感じました。全体の中では些細な食事への対応も日々の対応を怠ると自己発生のリスクへとつながる
ため知識の構築は必須です

タイトル：eiyou寺子屋③

日 時：2025/10/26
場 所：あざれあ
参加人数：2人

講師：

報告者名：福祉事業部 田森稔浩

作成日：2025年 10月26日
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